
JP 2020-508467 A5 2020.12.24

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】令和2年12月24日(2020.12.24)
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【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｄ   5/353    (2006.01)
   Ｇ０１Ｂ  11/16     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｄ    5/353    　　　Ｂ
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【手続補正書】
【提出日】令和2年11月9日(2020.11.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ｎが２以上のパルスの個数であるとして、ｎ個のタイムアライメントされた光学プロー
ブパルスの組を生成し、各パルスがｆ１、ｆ２、・・・、ｆｎから選択された相異なる光
学周波数にあり、各光学周波数がその隣からΔｆだけ間隔をあけられている、よう構成さ
れるソースジェネレータであり、前記光学プローブパルスを光感知ファイバ内に伝えるよ
う構成され、前記光学プローブパルスが前記光感知ファイバによって後方散乱され、該後
方散乱された光の少なくとも一部が前記光学プローブパルスの伝播方向とは逆方向で前記
光感知ファイバによって捕捉される、前記ソースジェネレータと、
　前記光感知ファイバから前記後方散乱された光を受けるよう構成される受光システムで
あり、ｆｍがΔｆよりも小さい所定の周波数であるとして、前記後方散乱された光を遅延
させたものを、前記後方散乱された光の周波数を－（Δｆ＋ｆｍ）だけシフトさせた少な
くとも１つの周波数シフトされたものと混合するよう構成される前記受光システムと
　を有する光感知システム。
【請求項２】
　前記光感知ファイバは、少なくとも１つの感知領域で起こる変化に対する当該システム
の感度を高めるよう適応される前記少なくとも１つの感知領域を有する、
　請求項１に記載の光感知システム。
【請求項３】
　検出される振幅が、前記光感知ファイバ沿いのひずみ変化の指標となるよう復号される
、
　請求項１に記載の光感知システム。
【請求項４】
　Δｆ＝ｖ／Ｔｄであり、Ｔｄは光学観測時間であり、ｖは任意の非ゼロの整数である、
　請求項１に記載の光感知システム。
【請求項５】
　Δｆ＝（１＋２ｗ）／（２・ＴＩ）及び／又は（１＋２ｖ）／（２・Ｔｄ）であり、ｗ
及びｖは任意の整数であり、Ｔｄは光信号観測時間であり、ＴＩは後方散乱遅延時間であ
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る、
　請求項１に記載の光感知システム。
【請求項６】
　Δｆはおよそ１００ＭＨｚ～６００ＭＨｚである、
　請求項１乃至５のうちいずれか一項に記載の光感知システム。
【請求項７】
　ｎは５０以上である、
　請求項１乃至６のうちいずれか一項に記載の光感知システム。
【請求項８】
　光感知ファイバにおけるひずみを検出する方法であって、
　ｎが２以上のパルスの個数であるとして、ｎ個のタイムアライメントされた光学プロー
ブパルスの組を生成するステップであり、各パルスがｆ１、ｆ２、・・・、ｆｎから選択
された相異なる光学周波数にあり、各光学周波数がその隣からΔｆだけ間隔をあけられて
いる、前記生成するステップと、
　前記光学プローブパルスを光感知ファイバ内に伝えるステップであり、前記光学プロー
ブパルスが前記光感知ファイバによって後方散乱され、該後方散乱された光の少なくとも
一部が前記光学プローブパルスの伝播方向とは逆方向で前記光感知ファイバによって捕捉
される、前記伝えるステップと、
　前記光感知ファイバから前記後方散乱された光を受けるステップであり、受光システム
が前記光感知ファイバから前記後方散乱された光を受けるよう構成され、ｆｍがΔｆより
も小さい所定の周波数であるとして、前記受光システムが、前記後方散乱された光を遅延
させたものを、前記後方散乱された光の周波数を－（Δｆ＋ｆｍ）だけシフトさせた少な
くとも１つの周波数シフトされたものと混合するよう構成される、前記受けるステップと
、
　検出される振幅の変化と、該振幅の変化を示すサンプルの時間とに基づき、前記光感知
ファイバ沿いの位置での位相変化を決定するステップと
　を有する方法。
【請求項９】
　Δｆ＝（１＋２ｖ）／Ｔｄ及び／又はΔｆ＝（１＋２ｗ）／ＴＩであり、Ｔｄは光学観
測時間であり、ＴＩは後方散乱遅延時間であり、ｖ及びｗは整数である、
　請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記光学プローブパルスの組は、ソース光信号の組の変調によって生成され、各ソース
光信号は、ｆ１、ｆ２、・・・、ｆｎから選択された相異なる光学周波数にある、
　請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　各光学プローブパルスの偏光は、隣接する光学周波数にある光学プローブパルスの偏光
とは異なる、
　請求項８乃至１０のうちいずれか一項に記載の方法。
【請求項１２】
　隣接する光学プローブパルスの偏光は直交しない、
　請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　Δｆは１００ＭＨｚから６００ＭＨｚの間である、
　請求項８乃至１０のうちいずれか一項に記載の方法。
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